
下記は基材メーカのテクニカルデータからの抜粋です。 

 

 
 
 

フィルムマスクはPET 基材の上に写真乳剤がおよそ約５μの厚みでコートしてあります

のでトータルで約１８０μの厚さになります。 
フィルムマスクの基材は PET 樹脂ですので、温湿度の変化による影響は PET 樹脂の物理

特性が反映されます。上記のデータはフィルムメーカーから公表されているもので、弊社

でもこの特性を利用しています。 
上記を簡単に言い換えると、ベース厚１７５μのフィルムでは、温度変化、相対湿度変化

の割合はほぼ同じ割合で、 
温度変化に対して１０μ/１ｍ・１℃ ，湿度変化に対して１０μ/１ｍ・１％Rh の変化率

を示しております。 
実際のフィルムでは１ｍであることは稀なので、長さの按分で求めることになります。 
また、一般に温度変化に対して湿度変化の幅は大きくなるため、保存環境としては 
温度に対して２５℃±５℃、湿度に対して５５％±１０％前後を推奨しています。 
伸び縮みとは関係ありませんが、膜面の写真乳剤は水分に対して吸湿性が高く、吸いすぎ

ると柔らかくなりますので注意が必要です。 


